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 九州電⼒株式会社 
九電ビジネスソリューションズ株式会社 

株式会社アシスト 
 

電⼦メールに電⼦証明書を付与するなりすまし対策「CertCONNECT」のサービス提供を開始します 
−国内初となる「S/MIME」の⼤規模導⼊・運⽤管理の⾃動化− 

−九電グループ内 ICT サービスを外販化− 
 
 九州電⼒株式会社（本社：福岡市中央区、代表取締役社⻑執⾏役員：池辺和弘、以下「九州電⼒」）、九電ビジネス
ソリューションズ株式会社（本社：福岡市中央区、代表取締役社⻑：⽝塚雅彦、以下「九電ビジネスソリューション
ズ」）及び株式会社アシスト（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：⼤塚⾠男、以下「アシスト」）は、2019 年 6
⽉から九州電⼒（現九州電⼒送配電株式会社含む）の全社員約 13,000 ⼈に適⽤している、電⼦メールのなりすまし*1

対策の仕組み*2 を「CertCONNECT(サートコネクト)」としてサービス化し、本年４⽉１⽇から提供を開始します。
九電グループの九電ビジネスソリューションズがサービスをご提供し、アシストは本サービスに含まれるデータ連携
ツール「DataSpider Servista」を九電ビジネスソリューションズに提供し技術⾯で⽀援いたします。 

＊1 :IPA（情報処理推進機構）の『情報セキュリティ 10 ⼤脅威 2021』では、2020 年に発⽣した社会的影響が⼤
きい情報セキュリティ事案として、「ランサムウェアによる被害」「標的型攻撃による機密情報の窃取」「ビジ
ネスメール詐欺による⾦銭被害」など本⼈になりすました電⼦メールによる事案が複数紹介されています。
(https://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2021.html) 

＊2 : 本仕組みは、アシスト、⼀般財団法⼈⽇本情報経済社会推進協会(JIPDEC、所在地:東京都港区、会⻑:杉⼭
秀⼆)及びハミングヘッズ株式会社(本社:東京都江⼾川区、代表取締役社⻑:⼤江尚之、以下「ハミングヘッズ」)
と九州電⼒が共同開発し、4 社による共同特許を取得したものです。 [特許第 6715379 号] 

 
 本サービスにおいては、電⼦メールに電⼦証明書を使った電⼦署名をつける S/MIME(エスマイム)*3 の技術を使う
ことにより、間違いなく本⼈から送信され、メール内容が改ざんされていないことが視覚的に分かり易くご確認いた
だけます。[図 1 参照]   

また、従業員の採⽤・退職や出向などにより頻繁に発⽣する電⼦証明書の「発⾏・失効」や「パソコン・ソフトへ
の設定」について、データ連携ツールによる従業員情報との紐付けや RPA ソフトの活⽤により⾃動化しました。こ
れにより S/MIME 普及の課題である「セキュリティ確保」と「メール利⽤者・管理者負担軽減」の両⽴を実現しまし
た。S/MIME の⼤規模導⼊及び運⽤管理の⾃動化サービスの提供は、国内初となります。 

＊3 : 「Secure / Multipurpose Internet Mail Extensions」の略。 
   電⼦メールに公開鍵暗号⽅式に基づいた電⼦署名や暗号化をする国際規格のこと。 

    



 

 
今後も 3 社は、ウィズコロナ・アフターコロナにおける新しい働き⽅の推進に向け、電⼦証明書を活⽤した電⼦認

証サービスや電⼦⽂書への電⼦署名など、新たなサービス拡⼤に取り組んでまいります。 
また、九電グループでは、グループ⼀体となって DX の取組みを加速するとともに、ICT サービスを提供し新たな

事業の創出を図ることで地域・社会の課題解決に貢献し、九電グループ経営ビジョン 2030 で掲げる「持続可能なコ
ミュニティの共創」に向けて取り組んでまいります。 
 
〔「CertCONNECT」共同開発元の２社によるコメント〕 
 

◇ ⼀般財団法⼈ ⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC） 常務理事 ⼭内 徹さま 
 

JIPDEC は、このたびの「CertCONNECT」のサービス提供開始を歓迎します。 
JIPDEC は、個⼈情報保護のためのプライバシーマークの普及等に加えて、メールのなりすまし対策にも取り

組んで参りました。具体的には、メールへの電⼦署名や暗号化のための S/MIME を役職員に励⾏させるととも
に、それに必要な電⼦証明書の発⾏の仕組みの信頼性の評価を実施しています。 

「CertCONNECT」は、なりすまし対策に⽋かせない電⼦証明書導⼊上の課題であった運⽤、管理等の煩雑さ
を解決するとともに、利⽤者に電⼦証明書を確実に届けるためのソリューションとして、我が国におけるデジタ
ル社会の実現に⼤きく寄与するものと⼤いに期待しております。 

 
◇ ハミングヘッズ株式会社 取締役副社⻑ 志摩 貴浩さま 

 
ハミングヘッズは、「CertCONNECT」サービスにおいて、九州電⼒様、九電ビジネスソリューションズ様、

アシスト様と協業できることを、⼼より喜ばしく感じております。 
ハミングヘッズは、様々な業務の⾃動化実績がある RPA 製品「AI Humming Heads」を利⽤して、S/MIME

電⼦証明書運⽤を⾃動化するために技術⽀援をさせて頂きました。「CertCONNECT」により電⼦証明書が⾝近・
⼿軽なものとなり、広く普及することを期待しております。 

九州電⼒様との協業は、パソコンのデータレス化ソフトウェア「Zero Drive*4」の開発・販売に続いて 2 回⽬
となります。今後とも九電グループ様、アシスト様とのパートナーシップを通じて、お客様のデジタルトランス
フォーメーション推進に貢献してまいります。 

＊4 : Zero Drive は、パソコン利⽤者によるデータ保存をコントロールし、パソコンのデータレス化を実現するセ
キュリティソフトウェア。職場外にパソコンを持ち出す際の盗難、紛失による情報漏えいを防⽌することな
どが可能。九州電⼒とハミングヘッズで共同開発し、共同特許を取得。 [特許第 6310125 号] 
(https://www.hummingheads.co.jp/zerodrive/index.html) 
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